




 

 私どもは昭和48年 1月から昭和52年 12月までの5年間に臨床症状および尿

所見(膿尿,細菌尿)から尿路感染症と診断し,併せて泌尿器科的検査を行いえた

10 症例(表 1)の検査成績を調査した結果を報告した。 

 臨床症状としては発熱,腹痛,痙撃,頭痛などがみられ,尿検査では膿尿,血尿,

細菌尿がみとめられた。尿中細菌では大腸菌が最も多く検出されたが,有意細菌

尿を証明できない症例もあった。 

 腎盂撮影の結果でははとんどの例に腎杯の変形がみられ,反復する尿路感染

症の存在を示唆する所見がえられた c 


